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入学志願票
写真票
出願者経歴書（様式１）
出願者研究計画書（様式２）
長期履修学生適用申請願（様式３）
授業料減免申請書（様式４）
受験・就学承諾書（様式５）
入学者選抜試験検定料振込依頼書
出願用封筒
出願資格認定申請書

添付書類

九州看護福祉大学　入試室

　〒865‐0062　熊本県玉名市富尾888番地

　TEL 0968‐75‐1850 ／ FAX 0968‐75‐1853 ／ メールアドレス nyushi@kyushu-ns.ac.jp

問い合わせ先

九州看護福祉大学

たまきな荘
地域医療センター

たまきな荘
地域医療センター

玉名市民
　会館

国道208号

JR鹿児島本線

至鹿児島→

←至福岡

桃田運動公園

玉名温泉 玉名市役所玉名市役所

蛇ヶ谷公園

公立玉名中央病院

玉名駅

菊池川

九州新幹線
新玉名駅

国道208号
バイパス
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専 攻 名

看護学専攻

健康支援科学専攻
身体機能支援科学分野

8名

8名

8名

口腔機能支援科学分野

社会精神保健学分野

発達精神保健学分野

実践看護学分野

基礎看護学分野

精神保健学専攻

分 　 野 募集人員

平成30年度九州看護福祉大学大学院看護福祉学研究科（修士課程）
入学者選抜試験要項

Ⅰ 募集人員

Ⅱ 出願資格
　出願できる者は、次の各号の一つに該当するものとする。

（１）大学を卒業した者及び平成30年3月卒業見込みの者

（２）学校教育法（昭和22年法律第26号）第104条第4項の規定により学士の学位を授与された者及び

　見込みの者

（３）外国において、学校教育における16年の課程を修了した者及び平成30年3月までに修了見込みの者

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

　育における16年の課程を修了した者及び平成30年3月までに修了見込みの者

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了し

　たとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育

　施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び平成30年3月までに

　修了見込みの者

（６）専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

　のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び

　平成30年3月までに修了見込みの者

（７）文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号）

（８）大学に3年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課程を修了し、本大学院において、

　所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

（９）看護師、保健師、精神保健福祉士、理学療法士、はり師・きゅう師、歯科衛生士等の免許を有し、

　平成30年3月31日現在満22歳以上の者で、大学を卒業した者と同等以上の学力があると本大学院が

　認める者

（１０）その他、大学を卒業した者と同等以上の学力があると本大学院が認める者
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　出願資格（８）（９）（１０）で出願を希望する者は、出願前に出願資格認定申請書等を提出し、出願資格認

定審査を受けること。その他の国家資格についても出願資格を認めることがあるので、入試室まで問い

合わせること。

１．申請期間　第1回  平成29年10月 2日（月） ～ 平成29年10月13日（金）  当日消印有効

　　　　　　　第2回  平成29年12月18日（月） ～ 平成30年 1月12日（金）  当日消印有効

２．提出書類　①出願資格認定申請書（この様式と同じであればワープロ等による作成も可とする）

　　　　　　　②最終学歴校卒業証明書及び成績証明書（発行3ヶ月以内のものとし、発行者が厳封した

　　　　　　　　ものとする）

　　　　　　　③出願資格（９）で出願を希望する者は、看護師、保健師、精神保健福祉士、理学療法士、

　　　　　　　　はり師・きゅう師、歯科衛生士等の免許状の写し

３．申請方法　封筒に「出願資格認定申請書在中」と明記し、簡易書留・速達で郵送すること。

４．提　出　先　九州看護福祉大学 入試室（〒865‐0062 熊本県玉名市富尾888番地）

５．審査結果　申請者には下記の期日までに出願資格認定審査結果を通知する。

　　　　　　　第1回  平成29年10月31日（火）    第2回  平成30年 1月31日（水）

Ⅲ 出願資格認定審査

　出願を希望する者は予め志望する分野の指導教員に連絡し、今後の研究及び教育について相談すること

（教員連絡先は10～12ページに記載）。

Ⅳ 出願希望者の事前相談

　本大学院では、社会人の修学のための特別措置として夜間及び土曜日開講を行う。希望する者は下記の

期日までに、志望する分野の指導教員に連絡を取り相談すること。

1．相談期間    第1回  平成29年11月 2日（木）まで

　　　　　　　第2回  平成30年 2月 2日（金）まで

Ⅴ 社会人の修学に関する特別措置

　本大学院では、職業を有している等の事情により標準修業年限を越える期間を在学予定期間として学修

することを志望する者のために、在学期間3年間の長期履修学生の制度を設けている。この制度の適用を

希望する者は、出願時に長期履修学生適用申請願（様式3）を提出すること。

Ⅵ 長期履修に関する特別措置

１．出願期間　第1回  平成29年11月 8日（水） ～ 平成29年11月28日（火）  当日消印有効

　　　　　　　第2回  平成30年 2月 5日（月） ～ 平成30年 2月27日（火）  当日消印有効

２．入学検定料　35,000円

　　本学所定の振込依頼書により銀行窓口にて納入後、検定料納付証明書を出願書類に貼付して送付

　　（郵送）すること。検定料領収証は振込控えとして本人が保管すること。

　　なお、入学検定料の納入取扱期間はそれぞれの出願期間内となるので、注意すること。

３．提　出　先　九州看護福祉大学 入試室（〒865‐0062 熊本県玉名市富尾888番地）

Ⅶ 出願期間・出願手続
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４．出願手続　以下の書類を取りまとめ、必ず簡易書留・速達で郵送すること。

本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること。
①本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること。
②写真は出願3ヶ月以内に撮影したもの（上半身、無帽、正面、無背景、縦4㎝×横3㎝）
　で、写真裏面に氏名、生年月日を記入の上、剥がれないように全面糊付けすること。
③入学検定料を納入した際、取扱銀行窓口にて受領した検定料納付証明書を貼付
　すること（取扱銀行収納印の有無を確認すること）。
※検定料納付証明書に取扱銀行収納印のない出願書類は受理しないので、注意すること。
①本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること（この様式と同じであれば
　ワープロ等による作成も可とする）。
②職歴欄は、その勤務内容を具体的かつ正確に記載すること。
本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること（この様式と同じであれば
ワープロ等による作成も可とする）。
本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること。
※長期履修を希望する者は、必ず提出すること。

卒業見込の者は卒業見込証明書を提出すること。
※証明書は発行3ヶ月以内のものとし、発行者が厳封したものとする。
卒業見込の者は出願時の成績証明書を提出すること。
※証明書は発行3ヶ月以内のものとし、発行者が厳封したものとする。
①結婚等により、出願書類において現在の氏名と異なるものがある場合には、それ
　を証明できる公的機関の発行する証明書を出願の際に提出すること。
②外国において学校教育における16年の課程を修了した者は、修了証明書及び成績
　証明書を提出すること。
③「Ⅱ 出願資格」の（２）による出願者は次によること。
　学位授与機構により学位を授与された者は、学位授与証明書及び学位授与の対象
　となった専攻に係る授業科目の単位認定を行った機関の単位修得証明書を提出
　すること。
④日本在留の外国人出願者は上記出願書類のほか、次の書類を提出すること。
・在留資格及び在留期間を明記された「住民票の写し」(市区町村長が発行したもの)
　（法改正により2012年7月9日以降は「外国人登録原票記載事項証明書」に代わり
　「住民票の写し」が交付されます。)
・日本国内に在住する日本人による出願者の身元証明書(保証人は日本国籍を有する
　経済的に独立している者で、入学後も引き続いて保証人となり得る者であること)。
⑤日本国外から出願を考えている者は、出願書類等について、入試室まで問い
　合わせること。 

１
２
入学志願票
写真票

本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること。
※授業料減免を希望する者は、必ず提出すること。
本学所定の用紙を使用し、所要事項を記入すること。
※授業料減免を希望する者は、必ず提出すること。

出願者経歴書
（様式１）

出願者研究計画書
（様式２）
長期履修学生適用
申請願（様式３）

最終学歴校卒業
証明書

授業料減免申請書
（様式４）
受験・就学承諾書
（様式５）

最終学歴校成績
証明書
その他

３

４

５

８

６

７

９

１０
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Ⅷ 入学者選抜方法

１．選 抜 方 法 外国語科目、小論文（各専攻に関わるテーマで日本語による解答）、面接及び書類

審査等を総合して行う。

２．試 験 科 目 ①外国語科目  英語（英和辞書持ち込み可）

※外国語の試験で使用を認める辞書は英和辞書1冊のみとし、和英辞書や電子辞書

　等の使用は認めない。なお、辞書を持参しないことによる不利益は受験生の負担

　とする。

②小論文（各専攻に関わるテーマで日本語による解答）

③面接

３．試 験 日 第1回  平成29年12月 3日（日）

第2回  平成30年 3月 4日（日）

４．試 験 時 間 第1回、第2回とも以下の時間割にて実施する。

　入　　　　室　 9時30分 ～ 10時15分 

　説　　　　明　10時15分 ～ 10時30分 

　外国語（英語）　10時30分 ～ 12時00分 

　小　論　文　13時00分 ～ 14時30分

　面　　　　接　14時50分 ～ （受験生1名につき15分程度） 

　（面接については、小論文試験終了後、各自の面接時間を指定する）

５．試 験 会 場 九州看護福祉大学（熊本県玉名市富尾888番地）

１．合格日時　第1回  平成29年12月 8日（金） 午前11時

　　　　　　　第2回  平成30年 3月 9日（金） 午前11時

　　①受験者全員に合否を通知する（合格発表に関する問い合わせには応じない）。なお、欠員が生じた

　　　場合、追加募集を行うことがある。

　　②本学ホームページ（携帯サイトを除く）に合格者受験番号を公開する。なお、ホームページによる

　　　合格発表の情報提供は、受験生の便宜を考慮した補助的な方法のため、正式な合否結果は本人宛に

　　　郵送する通知で確認すること。

２．入学手続　合格証とともに郵送される書類により、所定の入学手続を以下の期日内に行うこと。

　　　　　　　第1回  平成29年12月 8日（金） ～ 平成29年12月22日（金）

　　　　　　　第2回  平成30年 3月 9日（金） ～ 平成30年 3月23日（金）

Ⅸ 合格発表・入学手続
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Ⅹ 授業料等納付金

区　分 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 計 納 入 期 限

第１学期 200,000円 350,000円
１
年
次

２
年
次

350,000円

350,000円

350,000円

50,000円

50,000円

50,000円

50,000円

600,000円

400,000円

400,000円

400,000円

毎年9月20日まで

【第1回】平成29年12月22日（金）
【第2回】平成30年 3月23日（金）

【第1回】平成29年12月22日（金）
【第2回】平成30年 3月23日（金）

毎年4月20日まで

毎年9月20日まで

－

－

－

第２学期

第１学期

第２学期

◆ 一般学生 ◆

区　分 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 計 納 入 期 限

第１学期 200,000円 250,000円
１
年
次

２
年
次

250,000円

250,000円

250,000円

35,000円

35,000円

35,000円

35,000円

485,000円

285,000円

285,000円

285,000円

毎年9月20日まで

毎年4月20日まで

毎年9月20日まで

－

－

－

第２学期

第１学期

第２学期

３
年
次

200,000円

200,000円

30,000円

30,000円

230,000円

230,000円

毎年4月20日まで

毎年9月20日まで

－

－

第１学期

第２学期

◆ 長期履修学生 ◆

１．授業料等納付金

　　平成30年度入学者の納付金額については以下のとおり。
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Ⅺ 授業料等の減免措置
　以下に該当する者は授業料等を減免する。

１．本学卒業者又は卒業見込みの者は、入学金について1/2を減免する。

２．本学と連携協力協定を締結している地域（玉名市・荒尾市・長洲町・玉東町・南関町・和水町）

　　に所在する本学の実習受入れ機関及び行政機関の職員で、本大学院における学修を当該機関の研

　　修として入学した者は、一般納付金のうち授業料について1/2を減免する。

　※この制度の適用を希望する者は、出願時に授業料減免申請書（様式４）及び受験・就学承諾書

　　（様式5）を提出すること。なお、入学後減免適用が決定した者については、第2学期の授業料

　　請求時に第1学期及び第2学期の授業料減免額の合計を差し引くこととする。

３．本学の実習受入れ機関［臨地実習、現場実習、臨床実習、教育実習等］の教職員等で、本大学院に

　　おける学修を当該機関の研修として入学した者は、一般納付金のうち授業料について1/3を減免

　　する。

　※この制度の適用を希望する者は、出願時に授業料減免申請書（様式４）及び受験・就学承諾書

　　（様式5）を提出すること。なお、入学後減免適用が決定した者については、第2学期の授業料

　　請求時に第1学期及び第2学期の授業料減免額の合計を差し引くこととする。

Ⅻ 外国人留学生授業料減免制度
　本学では、留学生の教育推進と経済的負担を軽減することを目的とした「外国人留学生授業料減免制度」

があります。本制度については以下の通りです。

対 象 者：本学に在学する「留学」の在留資格を有する外国人留学生（研究生、委託生、科目履修生及び

　　　　　特別聴講学生を除く）のうち、学業、人物ともに優れ、かつ、留学生活を続けていくために経

　　　　　済的援助が必要であると認められる者

　　　　　※国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生は対象外

減 免 額：授業料の1／2以内の額

減免期間：一般納付金を減免する期間は、当該年度とする。ただし、最短修業年限を限度に、継続して減

　　　　　免を願い出ることができる。

XIII 『田中基金』について
　『田中基金』は、元九州看護福祉大学看護福祉学部口腔保健学科准教授、田中千穂子氏からのご寄附を

資金として創設されました。本基金は大学院学生の修学を奨励し、口腔機能支援科学分野の発展に資する

ことを目的としています。

　対象は健康支援科学専攻口腔機能支援科学分野に入学した大学院学生で、一人当たり20万円以内

（入学金相当額）の交付金が交付されます。

授業料減免制度の適用については、大学院に入学した時点（平成30年4月1日現在）で当該機関

に在職していることが条件です。大学院在籍期間中での新たな適用は認められません。

なお、在籍期間中に該当機関を退職した場合は、退職した翌学期から通常の授業料となります。
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　 入学志願票等　記入例XIV 入学志願票等　記入例

平成30年度九州看護福祉大学大学院
入　学　志　願　票

受験番号

専 　 　 攻 □看護学専攻　　　□精神保健学専攻　　　□健康支援科学専攻

志 望 分 野

希 望 指 導
教 　 員 　 名

氏 　 　 名

生 年 月 日 昭和・平成　　　 年　　　 月　　　 日生 年　齢 歳

志願者住所

合 格 通 知
送付先住所

最終学歴校

長期履修希望の
有　　無

大　　学

国家資格

そ の 他

長期履修制度を　　希望する　・　希望しない　（どちらかに○印を付ける）

外国の学校教育を修了（見込） ・ 文部科学大臣の指定 ・ その他

学士（　　　　　　　　　  学）

学部

大学  ・  短期大学  ・  専門学校

年　　　月学科
科

科

立

携帯番号　　　　（　　　）

携帯番号　　　（　　　　）

＊志願者住所と同じ場合は記入不要

＊受験番号は記入しないでください。

〒　　　－

〒　　　－

高等学校

卒業
卒業見込

年　　　月   卒業昭和
平成

年　　　月 取得
取得見込

年　　　月昭和
平成

取得
取得見込

学士（　　　　　　　　　  学）

免許種類

免許種類

取得年月

取得年月

免許種類

免許番号

免許番号

免許番号取得年月

大学評価・
学位授与機構

出 願 資 格

※ 募 集 要 項
「Ⅱ. 出願資格」
の番号を記入
すること。

［　　　］番

出身高等学校

フ リ ガ ナ

男　・　女

性　　 別

5

865

090

２２ ３

２７ ３

２７ ３

1234 ××××

電話番号　　　　（　　　）

電話番号　　　　（　　　）0968 75 1850

0062

５ １７ ２４

昭和
平成

昭和
平成

長期履修制度の適用を希望する者は、

｢長期履修学生適用申請願｣(様式３)を

提出すること。

看 護 師 ×××××××平成２７年４月

□基礎看護学分野　□発達精神保健学分野　□口腔機能支援科学分野
□実践看護学分野　□社会精神保健学分野　□身体機能支援科学分野

玉名　太郎　教授
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氏　　　　名

専　　　　攻

受 　 験 　 日

受 験 番 号

氏　　名

受験番号＊

志 望 分 野 分野

看護福祉学研究科

平成30年度  九州看護福祉大学大学院入学試験写真票

①最近３ヶ月以内撮影
②上半身・無帽・正面
　無背景
③サイズ
　（タテ４㎝×ヨコ３㎝）
④写真裏面に氏名・
　生年月日を記入

写真貼付欄

平成　　　　年　　　　月　　　　日

（ 切 り 離 さ な い で く だ さ い ）

検定料納付証明書

貼　付　欄

＊

専攻

※取扱銀行窓口で受領した検定料納付証明書を
　貼付してください。

※取扱銀行収納印が押印してあるか確認を
　してください。

２9 １２ ３

※受験番号は記入しないでください。
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●授業担当教員連絡先一覧

◆ 看護学専攻 ◆

担当教員名 担当科目名 連 絡 先職　名

老年看護学特論、老年看護学演習
老年看護学研究、高齢者ケアサービス論
健康支援科学通論、地域看護学特論
地域看護学演習、地域看護学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1848生野　繁子
研究科長
専 攻 長
教 　 授

看護倫理
基礎看護学特論
基礎看護学演習
基礎看護学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1857柴田　恵子教 　 授

老年看護学演習 TEL・FAX  0968‐75‐1884水﨑　幸一教 　 授

健康医科学、看護倫理
看護病態機能学特論
看護病態機能学演習
看護病態機能学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1878樋口　マキヱ副 学 長
特任教授

健康医科学
看護病態機能学特論
看護病態機能学演習
看護病態機能学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1843掃本　誠治

地域看護学特論
地域看護学演習

地域看護学特論
地域看護学演習

TEL・FAX  0968‐75‐1847福本 久美子教 　 授

教 　 授

成育看護学特論
成育看護学演習
成育看護学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1865宮里　邦子特任教授

老年看護学特論
老年看護学演習
老年看護学研究
健康支援科学通論

TEL・FAX  0968‐75‐1882山本　恵子教 　 授

TEL・FAX  0968‐75‐1846Ａ.Ｊ Sutherland准 教 授

成育看護学特論
成育看護学演習 TEL・FAX  0968‐75‐1835二宮　球美准 教 授

地域看護学特論
地域看護学演習

TEL・FAX  0968‐75‐1855開田　ひとみ准 教 授

─10─



◆ 精神保健学専攻 ◆

担当教員名 担当科目名 連 絡 先職　名

医療統計学
社会精神保健学特論
社会精神保健学演習
社会精神保健学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1890森　信之教 　 授

発達精神保健学特論
発達精神保健学演習
発達精神保健学研究
計量解析研究論

TEL・FAX  0968‐75‐1901山住　賢司専任講師

社会精神保健学特論
社会精神保健学演習
社会精神保健学研究
精神保健管理論

TEL・FAX  0968‐75‐1867豊田　保
専 攻 長
教 　 授

発達精神保健学特論
発達精神保健学演習
発達精神保健学研究
行動障害援助論
障害児発達援助論

TEL・FAX  0968‐75‐1872李　玄玉准 教 授

社会精神保健学特論
社会精神保健学演習
社会精神保健学研究
精神保健住環境論
生活環境支援論

TEL・FAX  0968‐75‐1861西島　衛治教 　 授

社会精神保健学特論
社会精神保健学演習
社会精神保健学研究
精神保健ソーシャルワーク論
精神保健臨床論

TEL・FAX  0968‐75‐1870茶屋道　拓哉准 教 授

発達精神保健学特論
発達精神保健学演習
発達精神保健学研究
家族発達援助論
精神保健アセスメント論

TEL・FAX  0968‐75‐1902永田　俊明准 教 授

教育精神保健論 TEL・FAX  0968‐75‐1889山本　孝司准 教 授

高齢者精神保健論
ソーシャルネットワーク論

TEL・FAX  0968‐75‐1887後藤　秀昭准 教 授

精神保健介護論
精神保健看護論

TEL・FAX  0968‐75‐1891吉岡 久美准 教 授

発達障害臨床論 TEL・FAX  0968‐75‐1808水間　宗幸専任講師

─11─



◆ 健康支援学専攻 ◆

担当教員名 担当科目名 連 絡 先職　名

健康支援科学通論、生体運動・動作解
析学、表面筋電図計測・解析論、介護予
防フロンティア戦略論、身体運動機能
支援科学特論、身体運動機能支援科学
演習、健康支援科学研究、健康医科学

TEL・FAX  0968‐75‐1818加藤　浩専 攻 長
教 　 授

TEL・FAX  0968‐75‐1909金子　憲章教 　 授

TEL・FAX  0968‐75‐1825川俣　幹雄教 　 授

基礎病態生理学
身体機能病態生理学特論
身体機能病態生理学演習
健康支援科学研究

健康支援科学通論
生体酸素搬送システム評価学
疾病予防支援論

TEL・FAX  0968‐75‐1908石井　里加子教 　 授
口腔機能リハビリテーション論
専門職連携応用論

健康支援科学通論、口腔疾患病態論、
応用口腔機能支援科学特論、応用口腔
機能支援科学演習、健康支援科学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1828大池　貴行教 　 授

呼吸・循環機能支援科学特論
呼吸・循環機能支援科学演習
健康支援科学研究、呼吸調節機能評価学
内部障害フロンティア戦略論

TEL・FAX  0968‐75‐1921齋田　和孝教 　 授

健康医科学、東洋医学基礎理論、身体
機能応用支援科学演習、身体機能応用
支援科学特論、鍼灸臨床特別演習

TEL・FAX  0968‐75‐1937篠原　昭二教 　 授

健康支援科学通論、ヘルスケアシステム論
社会口腔機能支援科学特論
社会口腔機能支援科学演習
健康支援科学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1881徳永　淳也教 　 授

口腔機能発達支援論、健康支援科学
通論、健康支援科学研究、発達口腔
機能支援科学演習、発達口腔機能支援
科学特論

TEL・FAX  0968‐75‐1907石川　裕子教 　 授

生体運動・動作解析学
身体運動機能支援科学特論
身体運動機能支援科学演習
健康支援科学通論、健康支援科学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1858二宮　省悟准 教 授

脳形態機能解析学
身体運動機能支援科学特論
身体運動機能支援科学演習
健康支援科学研究

TEL・FAX  0968‐75‐1819肥後　成美教 　 授

口腔疾患予防基礎論 TEL・FAX  0968‐75‐1914北田　勝浩准 教 授

身体機能制御論、専門職連携応用論
身体機能予防支援科学特論
身体機能予防支援科学演習
健康支援科学研究、鍼灸臨床特別演習

TEL・FAX  0968‐75‐1916塚本　紀之准 教 授

健康支援科学通論、東洋医学基礎理論
和漢療法応用学、身体機能応用支援科
学特論、身体機能応用支援科学演習
鍼灸臨床特別演習

TEL・FAX  0968‐75‐1918内田 匠治専任講師

専門職連携応用論 TEL・FAX  0968‐75‐1829永﨑　孝之准 教 授
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